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※「みやけの風」へのご意見・ご要望を、三宅島支援東京センターまでお聞かせください。 

 

 

 

 

 

 

 夜明け前には氷点下になる日が続いております。三宅島にはなかった寒さですね。長引

く避難生活に心身ともに疲れの出てきた方も多いと存じます。皆様、体調には十分気をつ

けてくださいね。お待ちかねの｢三宅島ふれあいコール｣もスタートしました。島民の方達

に電話をかけるコールボランティアも随時募集中です。男性の方も大歓迎です。 

 

■ みんなの声 

 (1) 埼玉三宅島会発足にあたって 

 早いもので全島避難からすでに5ヶ月を迎

えようとしていますが、未だ帰島のメドが

たっていません。東京都内に避難した人た

ちは各地域あるいは団地毎に比較的早く会

が発足しましたが、埼玉県の場合全域に散

らばっている為なかなか進みませんでした。

しかしその間、情報不足その他色々の問題

が浮かび上がって来まして、やはり避難住

民の会を立ち上げる必要があるのではない

かという事になり、有志数人が集まって何

回かした相談をした結果、今回発足の運び

となりました。 

 折角三宅島会ができたのですから、皆さ

んお困りのことお悩みのことがありました

ら、一人で悩んでいないでどんどん云って

来てください。そして全員手を携えて避難

解除の日まで頑張りましょう!!そして元気で

帰島し島の復興に尽くそうではありません

か。 

 この度の会の発足にあたっては、発案・

会場の設定・郵便物の発送など赤羽敏衛夫

妻のご尽力によるものが大であり、改めて

感謝申し上げます。 

（埼玉三宅島会会長 浅沼 徳広） 

 

 (2) 国立泉三宅の会 

 みやけの風で、各地域の皆さんの声を聞

かせていただいております。避難からはや4

ヶ月が過ぎました。昨年は、慌しい毎日で

したが､地域の皆さんに支えられてきました。

このご厚意を忘れず、私達が帰島できるこ

とを願いつつ、一致団結し前向きにこの難

関を乗り切っていくことが、ご支援くださ

っております皆さんにお答えすることだと

思っております。 

 年末には、泉南区自治会と合流し、2000

年最後の餅つき大会を致しました。2001年

が良い年になりますことを願いつつ頑張っ

ていきたいと思っております。 

（国立泉三宅の会 土屋 三治） 

 

■ センターからのお知らせ 

 (1) ｢三宅島ふれあいコール｣ボランティア

説明会についてのご報告 

 1月12日(金)に当センターの新しい活動で

ある｢三宅島ふれあいコール｣にボランティ

アを希望される13名の島民の方たちに集ま

っていただき、説明会を行いました。 

 ｢三宅島ふれあいコール｣とは、電話を通

じて島民自ら参加し島民同士が支え合うこ

とを目的とし、縁故宅や遠方に避難生活を

している島民の方も含めた広域な支援活動

です。 

 コールボランティアには三宅島の方が気

軽に参加し自ら運営に関われるようにとい

う考えで、ボランティアは登録制にして交
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通費や昼食代は当センターが支給すること

や相手の話の聞き方など、最低限の諸注意

にとどめ、その他は疑問や不安なことにつ

いての質問をしていただく中で、現在のそ

れぞれの避難生活についても気楽にお話い

ただきました。 

 また、説明の前にお互いに自己紹介をし

ていただき、その中でボランティア活動は

まったく初めてと話す方が4名いて、今回を

きっかけにしてまた新しい顔ぶれが加わり

そうなことがとてもうれしく感じました｡ 

 今後も、コールボランティアの参加受付

けをしていき、少しでも関心のある方には

随時ご説明をしますので、いつでもお問合

せください。 

（三宅島社会福祉協議会 金長 雄二） 

 (2) 三宅島最新ビデオ配布のお知らせ 

 先日、｢三宅の実情を空から｣という題名

のビデオを、三宅島観光協会よりご提供い

ただきました。これは平成12年12月2日、13

日の両日に撮影されたもので、かなり鮮明

な画像です。雄山河口の様子、各地域につ

いてもつぶさに撮影された内容です。セン

ターでは、前回と同様40本程度をダビング

してご希望の方にお配りする予定にしてお

りますので、どうぞお問い合わせください。 

 

【三宅島ふれあいコール・ビデオなど 

センタ－へのお問い合わせは、下記まで】 

三宅島災害･東京ボランティア支援センター 

    ＴＥＬ：03-3260-7573 

    ＦＡＸ：03-5229-1646 
 

 

防災とボランティアを考えるつどい 
出し合おう！災害時のボランティア活動の問題点を!! 

 

阪神・淡路大震災から6年目 

有珠山、東海豪雨、鳥取の地震、三宅島・・・ ２０００年、わたしたちは多くの災害を目の当たりにしました 

大都市東京の災害を、私たちは真剣に考えています 
 

日  時：1月20日(土)13:00～18:00、1月21日(日)10:00～15:30 

主  催：国土庁（内閣府）、東京ボランティア・市民活動センター、東京災害ボランテ

ィアネットワーク、特定非営利活動法人危機管理対策機構 

問合わせ：東京災害ボランティアネットワーク 

      TEL03-3235-1171  FAX03-3235-0050（担当：富田、柴田） 

会  場：池袋西口公園、勤労福祉会館、東京芸術劇場カフェコンチェルト 

どなたでもご参加できます！※プログラムによって会場が異なりますのでご注意ください 

 

◇主なイベント◇     
 

灯りのイベント 

様々な災害に思いを寄せて 

ろうそくに灯をともします。 

1月20日(土)17:00～17:46 

場所：池袋西口公園 
 

シンポジウム(ワークショップ)  
三宅島社協から三谷氏が出席 

1月21日(日)10:00～12:00 

場所：池袋西口公園 

》》》東京災害ボランティアネットワークからのお知らせ》》》

 


